
6440 久楽
kuraku北欧ひとり旅 272：ノールカップ 日誌 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
 

ノルウェー・ノールカップ到達は、６⽉ 10 ⽇。 
翌⽇は、ノルウェー、ラクセルから、フィンランド、イナリ（INARI）に宿泊。 

状況が推測できるかと思いますので、⽇誌のメモをご紹介。 
 
 

○ 48 時間前に撮った、湖の流氷が、全く消えてしまっていた。 
○ ⼈間の運、不運、⾒た、⾒ない、偶然が左右。 

○ ⼀⽣に何度、同じ場所、同じ⼈物に遭遇出来るのか。⾎縁、地縁、学縁、職縁、趣縁 
 
 

○ ⼀期⼀会のご縁。⼤⾃然や、動植物、地球のかおり、・・・ 
○ その時のプロセスも⼤切に、気分良く、積極的に対処したい、と思った。 

○ 氷が、横に凍らず、25 センチ、縦に凍っているのを、⾒るのは、初めてだった。 
 
 
 

山はみどり 野に花 人にはこころ 
 
 

⽇誌には、サンタクロースで有名な、フィンランド、ロバニエミ、 
ここから、北極圏とのこと、今の季節。実感がないのが、現実であり、実感である。 

連泊して、道草。次の宿泊地は、イバロ（IVARO） 
読み⽅が、わからないので、間違っていたら、ご容赦のほど。 

 
 

いろいろ記録画像を、使⽤していただいた時期がある。 
フイルムでの画像記録は、⼈様にサポートしていただいた時期もある。 

時に、整理も乱れる。根本原因は、ヘタクソな画像記録が混在。 
話も、あちこち、乱れる状況。 

 
 



資料だけでも、レンタカー会社や観光局、その他、いろいろ所持。 
取り出して、整理が混乱。時間不⾜で中途半端。乱れた⼼模様ですが、ご容赦。 

下記は、古い資料ですが、地図もいろいろ。 
 
 
 

 
 
 

   


